
中国本土の新型コロナ感染症の現状 
 

参考として、中国本土の新型コロナ感染症の現状を紹介します。 

 

2020 年 3 月 21 日 20:32 現在、中国本土で 300 例以上の新型コロナ感染症例を持つ

地方の現状をネット 1)で公開されたデータより表にまとめました。 

 

まず新規感染者は 41 名で、この数日増加傾向にあります。ただし新規感染者は全員

本土以外からの入国者で、この数日本土で新規感染者が発生しなかったです。 

 

 中国本土の累積感染者数は 81014 名で、中には武漢市と武漢市所在の湖北省の累積

患者数がそれぞれ 50005 名と 67800 名で、中国本土の感染者数の 61.7%と 83.7%を占

めます。 

 

全国（本土）の平均治癒率と死亡率は現在それぞれ 88.56%と 4.02%です。武漢市の

治癒率と死亡率は現在それぞれ 83.77%と 5.01%で、湖北省は 86.94%と 4.63%です。 

それに対して、湖北省以外の大半の地域の死亡率が 1％未満で、治癒率もほぼ 95％

を超えています。 

武漢市の死亡率が高かったのは、発生前期の医療体制が患者の急増に追いつかないこ

とが原因で、そのほかに治療方法の影響もあると言われています。 

なお、北京市の治癒率が 70％台に留まったのがこの数日外国からの入国感染者が急

増したためです。 

 

この統計データから見れば、新型コロナ感染症が適切な治療を受けられるなら死亡率

が１%未満に抑えられる印象です。 

 



 

 

１）百度、https://voice.baidu.com/act/newpneumonia/newpneumonia/?from=osari_pc_1 


